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0.  At a Glance

当社連結企業集団ビジネスの特徴、持続的成長のメカニズム

市場
ポジショ

ニング

提供価値 優位性

収益

モデル

・裾野が広く成長余地の大きい決済市場

✓ 商取引において必ず発生し継続

✓ EC化率（日9%/欧米~30%）

✓ ｷｬｯｼｭﾚｽ化率（日46%/欧米~65%）

✓ FinTech、DX

・リーディングプレイヤー

✓ GMV 24.4兆円（26年9月期）

✓ 売上 952億円（26年9月期）

✓ 従業員数 899名（26年9月末）

・高い参入障壁

・営業力、開発力、サポート力、信頼性

・スケールメリット

・独自のアプリケーション

・連結経営による多角化（対面、後払い、

BaaS支援等）

顧客基盤

成長戦略

・21期連続増収増益、業績目標達成

・成果業績に応じた報酬

・起業、事業化、経営（0⇒10⇒100）の

経験豊富なリーダーシップチーム

・ストック＆トランザクション

✓ 成長性と安定性の両立

・還流モデル（顧客の成長＝決済増加）

・高い営業利益率（約40%）

・低い解約率

・クロスインダストリー

・成長力の高い業界リーダー

・公共セクター

経営規律

・決済＋αを通じた、

✓ 成長支援、業務革新（toB）

✓ 利便性向上（toC）

✓ 脱炭素、金融包摂（toSociety）

・事業領域の拡大

✓ クレカ決済⇒マルチ決済⇒対面

⇒FinTech⇒グローバル⇒DX

・リバンドリング、業種別アプリケーション

による案件大型化
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4つのビジネスモデル、3つのセグメントの区分

* オンライン決済：都度課金、継続課金、Z.com Payment（海外現地向け決済サービス）、GCP：GMO Cashless Platform

ビジネスモデル セグメント

1.12 ビジネスモデル・セグメント・サービスの整理

イニシャル
（イニシャル売上）

オンライン決済*

対面決済

SSLサービス

ストック
（固定費売上）

オンライン決済

対面決済

「銀行Pay」/プロセシング/「GCP」*

システム開発

マーケティング支援サービス

「メディカル革命 byGMO」

フィー
（処理料売上）

オンライン決済

対面決済

「GMO後払い」/「GMO掛け払い」/「アトカラ」

送金サービス/「即給 byGMO」

配送サービス

「メディカル革命 byGMO」

スプレッド
（加盟店売上）

オンライン決済/「fincode byGMO」

対面決済

「GMO後払い」/「GMO掛け払い」/「アトカラ」

海外レンディング

早期入金サービス

BtoBファクタリング

トランザクションレンディング

請求書カード払い byGMO

決済代行事業

オンライン決済* /「fincode byGMO」

対面決済

「銀行Pay」/ プロセシング/「GCP」*

システム開発

金融関連事業

「GMO後払い」/「GMO掛け払い」/「アトカラ」

送金サービス /「即給 byGMO」

海外レンディング

早期入金サービス

BtoBファクタリング

トランザクションレンディング

「請求書カード払い byGMO」

決済活性化事業

マーケティング支援サービス

SSLサービス

配送サービス

「メディカル革命 byGMO」
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マルチペイメント
2025/10「Forter」導入

1.13  競争優位性

提供価値の拡大により競争優位性を確立し、顧客の成長に貢献

*1 23/4Qより集計基準を変更。営業人数及びエンジニア人数は、GMO-PG連結企業集団のパートナー数（外部協業者除く） *2 HDI：ITサポートサービスにおける世界最大のメンバーシップ団体

インダストリー毎の営業体制

約40

350名*1

247名*1

約17.3万店

営業人数

エンジニア人数

稼動店舗数

（2026年9月末時点）

年間決済処理金額

決済代行業界初「HDIサポートセンター国際認定（七つ星認定）」を獲得*

約24.4兆円

プロダクト

開発力

営業力

サポート力

現在

１

約40名

約30名

約2.6万店

約0.9兆円

約4,100万円
1人あたり

営業利益 約900万円

（2011年9月末時点）

成
果

投資力

信頼性

GMO Global Payment Fund：出資総額の約12倍の市場価値を実現

決済手段の数

（*2005年以前）

競
争
優
位
性
＝
総
合
力

クレジットカード(決済）専業

過去

約376億円営業利益 約14億円

2026/8「GMO後払い」
クレジットカード決済移行機能実装対応
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エコシステムの発展により大手を獲得し決済拡大・EC化率向上

当社のエコシステム

1.14  競争優位性：エコシステムの発展

BtoC オンライン決済

BtoBオンライン決済

GMO掛け払い

請求書カード払い

Forter

加盟店成長支援の事例

対面決済
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1.15  競争優位性：PGマルチペイメントサービス

大手顧客に支持され、新規顧客の過半を他社から獲得する総合力

OpenAPIタイプ

・世界標準の接続方式を実装

・決済手段追加コストを10分の1*に

* 当社調べ

不正対策と承認率向上

・Forter実装で不正検知精度向上

・承認率の維持/改善に貢献

国際水準のサポート体制

・300名以上の業種別営業体制

・HDIサポートセンター国際認定

決済代行業界で初取得
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1.19  事業領域の拡大

新たな事業領域へTAMを拡大し2030-31年の営業利益1,000億円を目指す

*1 各ターゲット市場規模の単純合算、広義ECは7年CAGRの13.6%を乗じて算出。
*2 SMCC含むVJAグループの決済処理金額

TAM

売上収益

営業利益

5兆円

30億円

10億円

180兆円*1

824億円

313億円

2010 2025 2030-31

112兆円

1,000億円

60兆円

271兆円

129兆円

32兆円6兆円

1.2兆円

56兆円

5兆円

2016～

2006～

2024～

2021～

2025～

BtoB (法人カード）

BtoE (給与前払い)

BtoB (卸売り）

対面キャッシュレス

広義EC

1兆円

500兆円*151兆円*1

330億円

103億円

2020

19兆円*2

32兆円
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付加価値領域*決済領域*

2.1  2030-31年の営業利益1,000億円が次の通過点

営業利益1,000億円を実現するためのドライバー

* 決済領域：GMO-PG単体（BaaS支援、給与FinTech除く) 、GMO-EP単体、 GMO-PS、GMO-FG連結
付加価値領域：BaaS支援、グローバル、GMO-RP、給与FinTech、 GMOエンペイ他

3001,000億円 1.6 1.11.6 150× × × ＋＝

市場の拡大 シェア拡大 収益性向上
2025年
営業利益

2030-31年
営業利益
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2.7.2 対面IoT：33年営業利益100億円（GMO-FG 26年9月期 説明会資料より ）
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HRTech市場
0.3兆円*2

*1 PayNearMe社推計 *2 弊社推計 *3 [商工省・通商情報統計局（DGCI&S）発表の2022年時点のインド輸出総額
*4 経済産業省「令和7年度 内外一体の経済成長戦略構築にかかる国際経済調査事業（電子商取引に関する市場調査）」

・FinTech知見の獲得

・シナジー創出

・決済関連領域への出資加速

・FinTech知見の他地域への還流

・海外決済事業の確立

・複数出資先からのマジョリティ投資

マイノリティ出資の狙い 中期海外戦略

2.8.3  グローバル：投資戦略

決済領域 x 巨大海外市場への投資戦略の推進

・決済＋請求・支払管理

・多様な決済手段に対応

・全米でキャッシュ払い

会
社
の
強
み
・
特
徴

・HR管理システム提供

・SME特化の製品設計

・利用企業者数：

10,000社超

Bill Payment市場
529兆円*1

貿易決済市場
68兆円*3

T
A
M

米国BtoC EC市場
175兆円*4

日米越境EC市場
1.6兆円*4

・米国で決済代行事業

・アジアの決済手段を提供

・オンライン、対面、

オムニチャネルに対応

・国際決済に関する専門性

・主にインド米国間の

貿易ファイナンス

・SME向けに与信を

AIで自動化

・累積融資実行額：

6,000億円超

・加盟店に代わりカード

情報をトークン化して保管

・各種Agentic Tokenへの

対応を開始。

・Agentic Commerce時代の

Key Playerとして位置づけ

世界の
クレジットカード情報
1,500億円
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3.2  マテリアリティ

優先的に取り組むべき重要課題（マテリアリティ）を特定

❺ガバナンス/Governance
～健全で責任ある経営の実践～

健全かつ安定した高成長を継続するうえで、リスクテイクや社外からの監視の
実効性を高めるガバナンス体制の強化に注力

❹人財/Human Capital
～25%成長にコミットし挑戦する組織力の追求～

環境変化を乗り越え持続的な成長を図るうえで、決定的に重要な人的資本拡充を
組織の最重要課題として注力

❸脱炭素/Decarbonization
～キャッシュレスを通じた地球環境への貢献～

現金や紙を伴うプロセスを変革し、CO2排出削減に注力

❷信頼/Reliability 
～社会を支える決済インフラの持続的運営～

決済という社会インフラを担う企業として、自らの業務の安定性、信頼性の向上を
通じ、社会経済活動の安心、安全の確保に貢献

❶革新/Innovation 
～決済イノベーション創出によるお客様の成長と社会の発展～

あらゆる経済活動の通過点となる決済を起点に、広範な領域でのイノベーションを
あらゆる企業に提供し、お客様の競争力向上や、請求から資金繰り、給与支払いまで
広範な業務効率化を支援。キャッシュレス推進により便利・快適な社会の実現に寄与決済を起点と

した事業の
持続的成長を
通じた
「社会貢献」

持続的成長を
支える
「経営基盤」
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4.1  会社概要（2026年10月1日時点）

■役員構成

取締役会長 熊谷 正寿

代表取締役社長 相浦 一成

取締役副社長 村松 竜   （企創戦本部 本部長）

取締役 安田 昌史

取締役 山下 浩史

取締役 稲垣 法子

取締役 川﨑 友紀

取締役 島原 隆

社外取締役 甲斐 文朗

社外取締役・監査等委員 肱黒 真之

社外取締役・監査等委員 大川 治

社外取締役・監査等委員 二之部守

社外取締役・監査等委員 佐藤 瑞枝

上席専務執行役員 杉山 真一 （システム本部 本部長）

上席専務執行役員 小出 達也 （IS本部 本部長）

専務執行役員 久田 雄一 （IVP本部 本部長）

専務執行役員 三谷 隆   （システム本部 ITサービス統括部長）

常務執行役員 村上 知行   （GMO-EP代表取締役社長/GMO-PS 代表取締役社長）

常務執行役員 吉井 猛   （IS本部 第2営業統括部長）

常務執行役員 稲山 亨伸   （CS本部本部長）   

上席執行役員 吉岡 優   （SGP代表取締役会長）

上席執行役員 田口 一成   （GMO-EP取締役副社長）

執行役員 井ノ口 美徳   （CS本部リスク管理統括部長）

執行役員 戸澤 宏文   （企創戦本部 IR部長）

執行役員 畑田 泰紀   （IS本部 第3営業統括部長）

執行役員 武田 真理子 （CS本部経理財務統括部長） 

執行役員 犬童 淳平   （CS本部特命担当）

執行役員 増田 克伊   （IVP本部 特命担当）

執行役員 吉田 剛士   （システム本部 決済サービス統括部長）

執行役員 中山 悠介   （企創戦本部 特命担当）

執行役員 福眞 総一郎   （GMO-RP代表取締役社長）

執行役員 谷中 亮   （IS本部 第1営業統括部長）

執行役員 高島 貞裕   （システム本部 関連事業サービス統括部長）

エグゼクティブ・フェロー 小瀧 優理   （CS本部法務統括部長）

■会社名

GMOペイメントゲートウェイ株式会社（東証プライム 3769）

■設立年月 1995年3月

■所在地

フクラスオフィス（本社）

東京都渋谷区道玄坂1-2-3 渋谷フクラス（総合受付15階）

ヒューマックスオフィス

東京都渋谷区道玄坂1-14-6 ヒューマックス渋谷ビル（受付7階）

■資本金 133億23百万円

■主要株主

GMOインターネットグループ株式会社、株式会社三井住友銀行、

相浦一成 ほか

■監査法人

EY新日本有限責任監査法人

■主な連結子会社 

GMOイプシロン株式会社、GMOペイメントサービス株式会社、

GMOフィナンシャルゲート株式会社、GMOリザーブプラス株式会社

GMOエンペイ株式会社、

GMO-Z.COM PAYMENT GATEWAY PTE. LTD.（シンガポール）など

■主な持分法適用会社

SMBC GMO PAYMENT株式会社など
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（2025年9月期）売上高：5,747百万円、経常利益：3,579百万円（日本基準）

4.3  主な連結子会社及び持分法適用会社（IFRS基準）

マルチ決済サービス（ロングテール）

（香港、支店-台湾）

（タイ）

（2025年9月末時点）持分57.0％

（シンガポール）

（2025年9月末時点）三井住友カード株式会社   持分50.0%

三井住友銀行株式会社   持分10.0%

GMOペイメントゲートウェイ株式会社 持分40.0%

マルチ決済サービス

GMOペイメントゲートウェイ株式会社

GMO-Z.com PAYMENT GATEWAY (THAILAND) CO., LTD.

GMOイプシロン株式会社

GMOペイメントサービス株式会社

GMOフィナンシャルゲート株式会社

GMOカードシステム株式会社

SMBC GMO PAYMENT株式会社

GMOリザーブプラス株式会社

GMOデータ株式会社

持分法適用会社

連結子会社

GMO-Z.com PAYMENT GATEWAY USA, Inc

GMO-Z.com PAYMENT GATEWAY INDIA PRIVATE LIMITED

GMO-Z.com PAYMENT GATEWAY HONG KONG LIMITED

GMO-Z.COM PAYMENT GATEWAY PTE. LTD.

（インド）

（米国）

後払い決済

対面決済（東証プライム 4051）

海外分野

海外分野

（2025年9月期）売上高：11,229百万円、経常利益：1,888百万円（日本基準）

（2025年9月末時点）GMOフィナンシャルゲート株式会社 持分51.0％

三井住友カード株式会社        持分49.0%

GMOエンペイ株式会社

医療予約システム

保育・教育業界特化 集金業務DX
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4.4 決済代行業界の特徴

高い参入障壁と低位の解約率による安定した業界

法規制
（改正割販法等）

決済会社
ネットワーク

事業規模

・継続的な改正による厳格化への対応

・加盟店管理、セキュリティ強化

・日本特有の決済慣行（多様な決済手段）の下、

多数の決済会社との取引関係構築（P11参照）

・取引単価が小さく、収益化には事業規模が必要

・加盟店開拓には、実績・営業力・開発力が必須

・決済は止めることが許されない基幹業務

・クレジットカード情報など個人情報の共有
業務特性

施策
・固有の業務フローやニーズを踏まえ、上流の開発から関与

・金融サービスなどニーズの高いサービスを併せて提供

低位の解約率

高い参入障壁

決済システム
・膨大な決済データの安定処理のため、

年数十億円規模のシステム投資が必要










